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わガ国の化学工業
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　　　わが国の化学工業は欧米よりも約20年遅れて出発したのであるが，絶えざる努力の結果戦前には先進国に追いつきP

　　なかには世界で一二を争う化学工業さえも起つてきte。例えば人絹スフ，硫安，ガラス，セルロイド，陶磁器等の工業

　　がこれである．

　　　ところが兎と亀の競争に戦争の魔物が現われて亀が道を間違えたので，また20年も遅れてしまつた。近年の競争は

　　スピードが加速度的に増しているし，わが国は資源喪失というハンデキヤップを負つているから，遅れの距離は一層大

　　きくなる心配がある．そこで欧米ゐ化学工業に追従するのはやめて，わが国の国情に合致した化学工業を発展させるぺ

　　きである・それは独創と発明を尊ばなければならない．発明発見は頭脳的資源であるから強みのある無限の資源であ

　　る．こめ無形の資源こそわ力掴の化学工業をおこす原動力とならねばならない．

’　　さてわが国の化学工業の基礎として重要なものはソーダ工業であるが，これは原料が問題である．海水蒸発による食

　　塩の生産は今までしばしば研究され・最近は本腰をすネて試験生産に乗り出した・　これは大いに意義のあることと思

　　う．なお海水からマグネシウム，カリ，プロム等の回収利用も大切で，海水の合理的利用はわが国の特殊事情にかなつ

　　九仕事である．またあらゆる海産物の経済的利用はわが国においてこそ大いになさねばならぬ．　　　　　　’

　　　ソ「ダと相拉んでいる硫酸はその原料たる硫化鉱或いは硫黄が油断ならない．そこで硫酸の妥当な使途と，硫黄源の

　　徹底的利用が大切である．例えば硫安肥繋を尿素等におき替え，鉱煙の亜硫酸ガスを利用U，硫黄の養鉢から有利に硫

　　・黄をとるなどがそれである．

　　　次に電気化学工業を盛んにして肥料，カーバイド等々を生産し，アセチレソを根幹として合成樹脂，化学繊維その他

　　凡百の合成化学工業を起こすべきである．次には乏しい資源の合理的利用が大切で，例えば木材からパルプ，芋からア

　　ルコ”ルを造る場合等に製品の歩留向上はもちろん，原料の完全利用をめざして廃液や残澤の利用を行うぺきである．

　　　わが国の化学工業技術は幼稚ではなく，アルコール製造のアミロ法の如きは発開こそフラソスであるが，生産技術は

　　わが国で発達し，南方諸国からわが国の技術導入を要望されている．しかし州般としてはさらに按衛の向上を計る必要

　　がある．化学工業には化学工学の進歩発展が重要であり，また他の分野との協力による総合研究が必要である．例えば

　　自動制御，遠隔管理，迅速分析等を行うにも優秀な計器類，装置等が必要である．今後はこの方面にも大いに力を致さ

　　ねばならぬ．　（1952．　7．　24）
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